
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
外側及び内側が布材料（３）で覆われた全体にリング形状の可撓性フレーム（２）を持つ
ばね負荷されたイヤマフであって、前記フレームは、前記イヤマフが耳の外側及び後側を
覆うように耳を前記イヤマフの前記内側から細長い穴（４）を通して挿入できる開放位置
と、前記イヤマフを耳に保持するための押圧力を前記フレームが及ぼすスナップオン位置
との間で撓むことができ、前記フレームは、フレーム前部材（５）及びフレーム後部材（
６）を有する、イヤマフにおいて、
　前記イヤマフは、前記フレームによって支持された、前記イヤマフの前記外側で前記布
材料によって覆われたイヤホン（Ｌ）を備え、
　前記イヤホンは、前記イヤマフの使用位置で、耳の耳道の外側にイヤホンが支持される
フレームの部分で前記フレーム（２）に取り外し自在に取り付けられており、
　前記フレームは、前記イヤマフの前記保持位置において、耳から遠ざかる方向で前記イ
ヤホンに押圧力を及ぼすことを特徴とするイヤマフ。
【請求項２】
請求項１に記載のイヤマフにおいて、前記イヤホンは、前記フレーム前部材（５）によっ
てスナップオン取り付けで支持されていることを特徴とするイヤマフ。
【請求項３】
請求項２に記載のイヤマフにおいて、前記イヤホンは、前記イヤマフを耳に保持するため
に前記フレームを前記押圧位置に向かって撓ませたとき、前記イヤホンが前記フレームの
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前記外側カバー（３）に向かって耳から遠ざかる方向に押圧されるように、前記フレーム
前部材と係合するように設計された取り付け手段（１０）によってフレーム前部材（５）
に取り付けられていることを特徴とするイヤマフ。
【請求項４】
請求項２に記載のイヤマフにおいて、前記フレーム（２）にはラグが一体成形されており
、このラグは、前記フレーム前部材（５）から延び、耳を挿入するための前記穴（４）の
領域内に突出し、前記ラグはイヤホンを耳の耳道の外側に取り外し自在に支持することを
特徴とするイヤマフ。
【請求項５】
請求項４に記載のイヤマフにおいて、前記ラグには、前記イヤホンをスナップ取り付けす
るための座（９）が形成されていることを特徴とするイヤマフ。
【請求項６】
請求項４に記載のイヤマフにおいて、前記イヤホンは、前記イヤマフを耳に保持するため
に前記フレームが前記押圧位置に向かって耳から遠ざかる方向で撓むときに前記イヤホン
が前記フレームの前記外側カバーに向かって押圧されるように、前記ラグと係合するよう
に設計されたスナップオン取り付け手段によって前記ラグに取り付けられることを特徴と
するイヤマフ。
【請求項７】
請求項３又は６に記載のイヤマフにおいて、前記スナップオン取り付け手段は、リード（
１５）を前記イヤホンに摩擦で拘束するための座（１６）を有することを特徴とするイヤ
マフ。
【請求項８】
請求項３又は６に記載のイヤマフにおいて、前記スナップオン取り付け手段は、前記イヤ
ホンへのリードの接続部（１７）にプラグを保持するための座を有することを特徴とする
イヤマフ。
【請求項９】
請求項３に記載のイヤマフにおいて、前記スナップオン取り付け手段は、前記フレーム前
部材（５）に前記フレーム前部材とばね負荷係合状態で取り外し可能に取り付けられるよ
うに設計された可撓性クランプ（１０）によって支持されたスピーカーエレメント（Ｌ）
を受け入れるための座（１１）を有し、この座（１１）は、この座及び前記スピーカーエ
レメントが保持位置のイヤマフの布カバー（３）に向かって更に押圧されるように、前記
クランプに対して斜め（α）に連結されていることを特徴とするイヤマフ。
【請求項１０】
請求項９に記載のイヤマフにおいて、前記クランプには、スナップオン位置で前記イヤマ
フの前周の一部と取り囲み係合するための曲げ戻し端部（１４、１４’）が形成されてい
ることを特徴とするイヤマフ。
【請求項１１】
請求項１０に記載のイヤマフにおいて、接続部のプラグは、前記クランプの前記曲げ戻し
端部に一体成形されていることを特徴とするイヤマフ。
【請求項１２】
請求項１０に記載のイヤマフにおいて、横方向に開放したリード拘束チャンネル（１６）
が前記クランプの前記曲げ戻し端部に一体成形されていることを特徴とするイヤマフ。
【請求項１３】
請求項９乃至１２のうちのいずれか一項に記載のイヤマフ用のイヤホン取り付け手段（１
０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用者のイヤマフ着用位置でイヤホンを耳の耳道の近くに取り外し自在に支
持するイヤマフに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　イヤマフは、耳を低温から保護するために着用されるものであり、多くの設計で入手で
きる。ここで言及するイヤマフは、布カバーの内側に収容された可撓性フレームが提供す
る押圧力により耳に取り付けられる種類のイヤマフである。この種の自己支持イヤマフは
、スウェーデン国特許第ＳＥ５０９９４６Ｃ２号に開示されている。
【０００３】
　顧客の観点から見ると、イヤマフの着用時にレコーダー、ラジオ、携帯電話、等を使用
したいと考えている。この望みを満たすため、イヤホンがカバー布の内側に取り付けられ
たイヤマフが知られている。イヤホンは、布に接着されるか或いは布カバーに縫い付けら
れたテキスタイルポケットに挿入される。しかしながら、運動時に使用されるイヤマフは
、洗濯してきれいにする必要がある。その場合、これらのイヤマフには、イヤホンが布に
しっかりと固定されているため、水で壊れてしまうという問題点があった。
【０００４】
　周知のイヤマフと関連した別の問題点は、イヤホンが個々の使用者の耳の耳道に対して
調節できないようにイヤマフの辺縁部内の固定位置に設けられているということである。
　イヤマフに音響設備を設けるためのこの周知の方法の更に別の問題点は、イヤホンが横
方向で安定せず、着用者が動いているときにその耳に対する位置が変化し、運動を行って
いるときに音響品質に悪影響が及ぼされるということである。
【特許文献１】スウェーデン国特許第ＳＥ５０９９４６Ｃ２号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って、本発明の目的は、周知の装置と関連した欠点がない、顧客の所望を満たすイヤ
ホン付きイヤマフを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的は、以下に詳細に説明する、請求項１の特徴部分に記載のイヤホン付きイヤマ
フによって達成される。本発明のこの他の特定の実施例は従属項に記載されている。
　手短に述べると、本発明は、自己支持イヤマフの可撓性フレームエレメントによってイ
ヤホンを取り外し自在に支持し、及び使用者の耳道に対するその位置を保持するようにフ
レームによって制御することを教示する。
【０００７】
　本発明を添付図面を参照して以下に更に詳細に説明する。
【実施例】
【０００８】
　本発明を実施するための代表的なイヤマフ１を図２に概略に示す。イヤマフ１は、破線
で示す可撓性フレーム２を有する。このフレーム２は、外側及び内側が布３で覆ってある
。フレームは、イヤマフが耳の外側及び後側を覆うように耳をイヤマフの内側から細長い
穴４を通して挿入できる開放位置と、イヤマフを耳に対して保持するための押圧力をフレ
ームが及ぼすスナップオン位置との間で撓むことができる。
【０００９】
　フレーム２は全体にカップ状形体を有し、細長い穴４がフレーム前部材５とフレーム後
部材６との間に形成される。カップ状フレームは可撓性であり、フレームエレメント２の
材料特性及び形状により提供される固有の押圧力に抗して挿入位置から保持位置に返すこ
とができる。換言すると、保持位置のカップ形状は、挿入位置でのフレームの鏡像である
。図３のａ及びｂの夫々を参照されたい。
【００１０】
　本発明は、イヤマフのフレームエレメント２によって取り外し自在に支持されるイヤホ
ンの位置を制御するためにこの押圧力を使用することを教示する。
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　最良の作動態様に辿り着くにあたり、第１の解決策は、フレーム２の外周近くでイヤマ
フの外布カバーの内側に取り外し自在に固定されるように形成されており且つ寸法が定め
られた円弧状リム、例えば全体にＣ形状のリム７をイヤホンＬに設けることを教示する。
保持位置では、イヤホンは、リムに押圧力を作用するフレーム前部材５によって耳から遠
ざかる方向に横方向に押圧される。図４参照を参照されたい。
【００１１】
　第２の解決策では、イヤホンＬは、フレーム前部材５の外周及びフレーム後部材６から
それぞれ水平方向に延びるようにイヤマフに取り外し自在に挿入された可撓性ビーム８の
中央に支持される。保持位置では、イヤホンは、ビームに押圧力を作用するフレーム前部
材５によって、耳から遠ざかる方向に横方向に押圧される。図５参照を参照されたい。
【００１２】
　最良の作動態様では、イヤホンＬは、使用者の耳の耳道の近くで水平方向に延びるよう
にフレーム前部材５によって取り外し自在に支持される。保持位置では、イヤホンは、耳
から遠ざかる方向に横方向に押圧され、イヤマフの外側を覆う布の内側に当たるようにフ
レーム前部材によって制御される。かくして、フレーム前部材によりイヤマフの布カバー
に所定荷重で押し付けられることにより、イヤホンＬは、耳に対するその位置を維持する
ため、垂直方向及び水平方向の両方向で固定される（図６のａ及びｂ参照）。
【００１３】
　第１実施例では、イヤホンＬをフレーム前部材５に直接取り付ける。この目的のため、
イヤホンを取り外し自在に受け入れるため、フレーム前部材を座９と一体成形する。座は
、細長い穴４内に突出した、イヤホンをスナップ取り付けするための開口部９を持つラグ
の形体で実施できる。ラグは布によって覆われておらず、イヤホンを耳の耳道に対して位
置決めするため、フレーム前部材の内周から水平方向に延びている。座９を持つラグ及び
これに取り付けられたイヤホンＬはフレーム前部材の一体の部品であり、イヤマフの保持
位置でイヤマフのカバー布に当たるように耳から横方向外方に押圧される（図７参照）。
【００１４】
　第２の好ましい実施例では、イヤホンＬをフレーム前部材５に間接的に取り付ける。こ
の目的のため、イヤホンを受け入れる座１１にクランプ１０を設ける。クランプ１０は、
プラスチック製又は金属製のばねエレメントであり、イヤホンのスナップ取り付けでフレ
ーム前部材５の外側及び内側の夫々と係合するように設計された第１外脚部１２及び第２
内脚部１３を有する。座１１は、イヤマフの保持位置でのフレーム前部材の押圧効果を高
めるため、好ましくは、クランプの第２脚部即ち内脚部１３に対して交差角度αで斜めに
連結される。外脚部１２は、好ましくは、クランプ１０及びイヤホンＬのスナップ装着位
置で布カバーの外側と係合する、曲げ戻し端部１４で終端する。外脚部１２は、曲げ戻し
端部１４が、スナップ装着位置で、イヤマフの前周と摩擦嵌めするように決定された長さ
を有する。破線で示すように、曲げ戻し端部１４’は、布を座１１と端部１４’との間で
クランプ係合状態に保持するため、内方に差し向けることができる（図８、図９、図１０
のａ、図１０のｂ参照）。
【００１５】
　イヤホンを外部音源に連結するため、イヤホンＬに供給するためのリード１５をクラン
プ１０で案内できる。リード１５は、通常は小さな断面積を有し、外脚部１２とフレーム
前部材５を覆う布との間に挟まれるようにクランプに非常に容易に導入できる。リードは
、有利には、耳珠、即ち外耳道口部の前方にある小さな軟骨突起の上方にある領域が、イ
ヤマフの保持位置でリード用の自然の通路を提供するように、イヤホンからクランプ１０
の上辺縁部に沿って延びる（図１１参照）。
【００１６】
　好ましくは、クランプ１０にはリード１５用の拘束手段が設けられている。拘束手段１
６は、クランプの１０の曲げ戻し端部１４に形成された横方向に開放したチャンネル１６
の形態で実施できる。チャンネル１６は、リード１５を摩擦で拘束するように寸法が定め
られており、リード１５は、チャンネル内に横方向で保持されている。別の態様では、チ

10

20

30

40

50

(4) JP 3866200 B2 2007.1.10



ャンネル１６は、図１０のａ及びｂに示すように、短いリード１５を介してイヤホンＬに
接続された接続部１７のプラグ（雄又は雌）を摩擦で受け入れるように寸法が定められて
いる。本発明の範疇で、クランプ１０を接続部１７のプラグ又はリードガイドと一体成形
してもよい（図示せず）。
【００１７】
　以上の開示から、本発明の技術分野の当業者に幾つかの変更が明らかになるであろう。
このような変更には、クランプに対して好ましくは斜めに連結された、イヤホン用の別体
の座が含まれる。変形例では、座及びクランプを成形により一体成形してもよく、リード
抑え又はプラグをこれと関連して同様にクランプと一体成形してもよい。また、クランプ
及び／又は外脚部の曲げ戻し端部の垂直方向の高さを延長し、イヤマフ／フレーム前部材
との摩擦係合を更に改良することができる。更に、変更には、様々な直径のスピーカーエ
レメントをクランプのボウル形状の座に取り付けるための環状挿入体（図示せず）が含ま
れる。当然のことながら、所望であれば、イヤホンはカバーで覆われていてもよい。以上
の開示から明らかなように、イヤホンは、イヤマフに細長い穴４内の所望の任意の垂直方
向位置で取り付けることができる。添付の特許請求の範囲は、本発明の以上の開示から明
らかであると考えられる任意のこのような変更を含むものと考えられる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１ａは、１９９９年２月５日に公開された韓国実用新案出願第１９９９－００
４８０７号に開示のイヤホンを備えた従来技術のイヤマフの図である。イヤホンは、カバ
ー布の内側に取り付けられており、音源に連結するため、リードがイヤマフの下端の布の
縫い目を通って進入している。図１ｂは、アシックス（アシックス（ａｓｉｃｓ）は登録
商標である）が販売している従来技術のイヤホン付きイヤマフの図である。イヤホンは、
カバー布の内側に縫い付けられたポケットに入っており、音源に連結するため、リードが
イヤマフの前周の布の縫い目を通って進入している。
【図２】図２は、本発明を実施するための構造を備えた代表的なイヤマフの図である。
【図３】図３ａは、図２のイヤマフのフレームエレメントを挿入位置及び保持位置の夫々
で示す断面図である。図３ｂは、図２のイヤマフのフレームエレメントを挿入位置及び保
持位置の夫々で示す断面図である。
【図４】図４は、図３のａ及びｂのフレームエレメントと協働する第１解決策を示す概略
図である。
【図５】図５は、図３のａ及びｂのフレームエレメントと協働する第２解決策を示す概略
図である。
【図６】図６ａは、本発明の最良の実施態様によるイヤホンを支持する図２のイヤマフを
示す正面図である。図６ｂは、本発明の最良の実施態様によるイヤホンを支持する図２の
イヤマフを示す正面図である。
【図７】図７は、本発明の第１実施例を示す正面図である。
【図８】図８は、本発明の好ましい実施例を示す斜視図である。
【図９】図９は、本発明の好ましい実施例のクランプを示す上面図である。
【図１０】図１０ａは、図９のクランプの別の実施例を示す斜視図である。図１０ｂは、
図９のクランプの別の実施例を示す斜視図である。
【図１１】図１１は、使用者の耳に取り付けられた、本発明が教示するイヤマフ及びイヤ
ホンを示す概略断面図である。
【符号の説明】
【００１９】
　１　イヤマフ
　２　可撓性フレーム
　３　布
　４　細長い穴
　５　フレーム前部材
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　６　フレーム後部材
　７　リム
　８　可撓性ビーム

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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